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調査について

目的
　休職や復職を何度も繰り返す事例や，対応に苦慮し職場復

帰すら難しい事例など，職域メンタルヘルスにおける困難事
例の問題点を抽出し，小規模事業場においても使用可能な
具体的かつ系統的なメンタルヘルス困難事例への対応マニュ
アルを作成すること

調査項目
休職制度
メンタルヘルス休職者
メンタルヘルス不調による退職者
休職中のルールや対応（連絡、接触、通知など）
メンタルヘルス体制
復職手順と方法
職場復帰困難事例の問題点



調査対象および方法

対象１０２６事業場、回答３６１事業場 (３５.２％)

事業場規模
– 　 ４９人以下 ６７事業場 (18.8%)

– 　 ５０-９９人 ８２事業場 (23.0%)

– １００-２９９人 １０５事業場 (29.4%)

– ３００-４９９人 ３７事業場 (10.4%)

– ５００-９９９人 ３０事業場 (8.4%)

– １０００人以上 ３６事業場 (10.1%)

事業内容

– 製造１８９、建設４１、サービス３４、運輸２０、流通１２、金融４、
建築４、通信３、清掃３、派遣３

回答者

– 職種： 人事労務１８１名、衛生管理者９８名、看護職３２名

– 雇用形態： 常勤３４３名

– 勤続年数： １０年以上２３９名、３-７年４７名、１-３年３３名



休職制度について

67.4％収入保障制度あり

23.0ヶ月（最長８４ヶ月）支給期間

21.8ヶ月（最長７２ヶ月）休職可能期間

98.7％就業規則などの文書化

92.8％休職制度あり



メンタルヘルス専門職について

内と外
6

事業場内
8.9

事業場外
27.1

いない
58

事業場内
産業医　(49.0)
精神科・心療内科 (9.8)
臨床心理士・カウンセラー

(15.7)
ＥＡＰ (3.9)

事業場外
産業医 (48.7)
精神科医・心療内科医 (16.5)
臨床心理士・カウンセラー

(11.3)
ＥＡＰ (12.2)



休職中の対応

だいた
い

20.9%

ある
22.8%

ない
56.3%

90.5％定期的に接触する

95.5％
休職満了日を通
知する

97.5％
復職方法を説明す
る

76.3％
休職開始後すぐに
連絡する

99.5％
診断書の提出を
求める

通知時期：休職満了前1ヶ月が最も多い



復職手順の実施
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主治医からの意見
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休職者　事業場規模別

現在までに休職者がいる
59.8％

この1年間に休職者がいる
44.9％

１２９８人、平均 ６.０人
（１.８－２１.１人）

７９４人、平均 ５.１人
（１.４－１５.２人）
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診断名

4.0  ％中毒や依存

4.9  ％睡眠障害や過食症などの生理的障害

8.9  ％統合失調症

2.1  ％パーソナリティ障害

14.8  ％
PTSDや不安障害を含む神経症およびス
トレス関連障害

16.7  ％
心身症や自律神経失調症などの身体症
状を伴う障害

42.7 ％うつ病などの気分感情障害



退職者　事業場規模別
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36.0％
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２９１人、平均 ２.４人 ５５人、平均 １.４人

ｐ<0.01 n.s.



休職者・退職者　年齢内訳

0

20

40

60

80

100

120

-19歳 20-29 30-39 40-49 50-59 60歳-

不調による退職者
n=271

0

20

40

60

-19歳 20-29 30-39 40-49 50-59 60歳-

この1年休職者
n=693

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

-19歳 20-29 30-39 40-49 50-59 60歳-

現在までの休職者
n=1153

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

-19歳 20-29 30-39 40-49 50-59 60歳-

期間満了 退職者
n=53



困難事例の経験　事業場規模別
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不充分
やや

不充分
やや
充実

充実

2.426.660.510.5
復職後の業務内容や就業
場所などの就業条件

12.958.125.83.2
事業場がメンタルヘルス
疾患の人を抱える余裕

4.047.637.111.3事業場の仕事の過重性

2.432.846.418.4
事業場のメンタルヘルス
疾患への理解

24.041.626.48.0
事業場のメンタルヘルス
への取り組み

職場環境について



問題
あり

やや問
題あり

ほぼ問
題なし

問題
なし

3.235.256.05.6職場の受け入れ態勢

4.834.754.06.5
上司のメンタルヘルス疾
患への対応

4.034.452.09.6上司の仕事の与え方

4.839.549.26.5上司の部下への接し方

4.830.250.015.1上司の部下に対する理解

上司・職場について



問題
あり

やや
問題あり

ほぼ
問題なし

問題
なし

5.648.438.17.9
病識（病気である自
覚や病気への理解）

4.849.238.17.9社会常識

9.652.828.88.8仕事の責任感

9.557.126.27.1協調性

本人について



問題
あり

やや
問題あり

ほぼ
問題なし

問題
なし

8.236.951.63.3家族との関係

4.034.751.69.7
家族の経済的背
景

7.328.558.55.7
家族の病気への
理解

家族について



問題
あり

やや問
題あり

ほぼ問
題なし

問題
なし

1.721.267.89.3
本人と主治医との関
係

11.534.542.511.5
産業保健スタッフと
主治医との連携

8.831.644.714.9
職場と産業保健
スタッフとの連携

メンタルヘルスにおける連携



まとめ
メンタルヘルスのシステムについて
– 休職制度あり　92.8％
– 休職中や復職時の対応ルールなし　56.3％
– ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ専門職は事業場内・外ともになし58.0％

休職者
– 現在までにいる 59.8％
– この1年間にいる 44.9％
– うつ病 42.7％

休職者は30歳代が、退職者は20歳代が多く、ともに若年層
の割合が高かった
職場復帰困難事例　58.3％
– 職場環境要因　「過重」「余裕」「理解」
– 本人　「協調性」「責任感」「社会常識」「病識」
– 「産業保健スタッフと主治医との連携」


